
右
ペ
ー
ジ
・
右
上
・
右
下
　
花
以
外

に
野
菜
や
果
実
も
空
間
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
。
向
井
山
さ
ん
の
手
に
か
か
る

と
、芽
キ
ャ
ベ
ツ
も
ア
ー
ト
に
。
左
・

２
人
を
見
守
る
の
は
、
向
井
山
さ
ん

の
愛
娘
の
自
画
像
。
左
ペ
ー
ジ
右
　

壁
に
か
か
れ
た
大
き
な
世
界
地
図

に
、
訪
ね
た
国
々
を
マ
ー
キ
ン
グ
。

左
上
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
セ
ン
ス

の
い
い
料
理
人
で
も
あ
り
ま
す
。
色

と
り
ど
り
の
ト
マ
ト
が
宝
石
の
よ
う

に
美
し
い
。
左
下
・
ピ
ア
ノ
は
向
井

山
さ
ん
の
人
生
の
活
力
と
支
え
。

　この秋、さいたまトリエンナー

レや台中の伊東豊雄氏のオペラハ

ウスのオープニングを飾る作品の

発表を控え、日本との行き来が多

い向井山朋子さん。今年で在蘭26

年を迎えます。彼女の暮らしの中

心は、10年前に２部屋をつなげて

リノベーションしたキッチン。

広々とした空間の主役は、シンク、

ガス台、調理台を１枚のステンレ

ス板で飲み込んだ、全長５メート

ルのテーブル。これらを手がけた

のは、同じアムステルダムに住む

建築家の吉良森子さん。男性的な

デザインは、向井山さんもひと目

で気に入ったといいます。

仕事も日常もすべては

食を通して

「衣食住の中で、私がいちばんこ

だわっているのが〝食〞。食べ物

でつながらない人は、お仕事もつ

ながらないことが多いのです」

　斬新な建築物が立ち並ぶ東部湾

岸地区にある自宅はピアノスタジ

オと一緒になっているため、ミー

ティングで訪れる人も多い。

「プロジェクトが始まるとき、こ

のテーブルでミーティングをしな

がらご飯を食べると、成功するこ

とが多いんです。テーブルが大き

いと、プロジェクトも大きくなる、

と昔聞いた話が耳に残っているか

らでしょうか」

　この日はそんなラッキーキッチ

ンに、公私ともに親しいゴッホの

末裔、ウィレムさんを迎えてラン

チミーティング。和やかなひとと

きを過ごしました。

テーブルが大きいと

プロジェクトも

大きくなる

ピ
ア
ニ
ス
ト
／
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
オ
ラ

ン
ダ
を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
メ
キ
シ

コ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
映
像
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
ダ
ン
ス
、
ピ
ア
ノ
を
合
わ
せ

た作品を多数発表。multus.jp/

2TQ
ƂNG

向
井
山
朋
子
さ
ん

ゴ
ッ
ホ
の
弟
テ
オ
ド
ロ
ス
の
曾
孫
。
弁

護
士
を
経
て
、
現
在
は
ゴ
ッ
ホ
美
術
館

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
・
強
化
の
た
め

に
大
使
と
し
て
活
躍
。

フ
ィ
ン
セ
ン
ト・ウ

ィ
レ
ム・フ

ァ
ン・ゴ

ッ
ホ
さ
ん

暮
ら
し
の
中
心
は
５
m
の
　
　
　
　
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
キ
ッ
チ
ン
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右
・
家
系
図
の
前
で
。
ウ
ィ
レ
ム
さ
ん
は
ゴ
ッ
ホ
の
弟
テ
オ
の
曾
孫
に
あ
た
る
。
左
上
・
左
は
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
弟
の
テ
オ
の
肖
像
画
で
あ
る
こ
と
が
近
年
判
明
し
た
。
左
下
・「
黄
色
い
家
」
の
レ
プ
リ
カ
の
前
で
。

向井山　ウィレムさんは画家のフ

ィンセント・ファン・ゴッホの末

裔ですが、ゴッホの弟のテオドロ

ス（テオ）の曾孫になるのですね。

ウィレム　私の祖父の父がゴッホ

の弟で、画商だったテオです。兄

を尊敬していたテオは、祖父が生

まれるとゴッホと同じ名前をつけ

ました。ゴッホは生涯独身だった

ため、本人とテオの死後、膨大な

コレクションはテオの妻ヨハナと

息子の祖父に引き継がれたのです。

向井山「花咲くアーモンド」の油

彩は、あなたのおじいさまの誕生

を祝って贈られたものでしたね。

ウィレム　その絵は祖父の居間に

飾られていました。私はまだ11歳

でしたが、輝くように美しいブル

ーに惹かれ、眺めるたびに幸せな

気分になれたのを覚えています。

祖父はすべてのコレクションを個

人で所有していました。

向井山　それらは今、ゴッホ美術

館に展示しているものですね。

ウィレム　はい、ゴッホの油彩が

ゴッホの絵に囲まれて

育った幼少時代

約２００点、素描が約５００点、

書簡約７００通、他にゴーギャン

やロートレックなどです。それら

の絵が自宅のあらゆるところに飾

られていました。両親も祖父から

４枚の絵を貸し出してもらい、居

間に飾っていました。

向井山　信じられないほど贅沢な

環境でお育ちになったのですね。

ウィレム　それは当時の私たちに

とってはノーマルなことでした。

向井山　自分の家庭が特別だと気

づいたのは、いつ頃ですか。

ウェレム　９歳の夏休みです。南

仏のホテルで祖父の居間にある

「ひまわり」の複製が飾られてい

るのを見ました。そのときに自分

は特別なのだ、と実感しました。

向井山　ゴッホは20世紀初頭か

ら、皆に知られていましたね。

ウィレム　有名ではありました

が、今ほどではありません。まだ

多くの作品が世に出ていなかった

からです。祖父母や両親は彼の絵

を自宅に保管していたため、セキ

ュリティーは無いも同然でした。

キッチンのドアに鍵がかかってい

ないことさえありました。

フ
ィン
セ
ン
ト・ウ
ィ
レ
ム・フ
ァ
ン・ゴ

ッ
ホ
さ
ん×
向
井
山
朋
子
さ
ん

ゴッ
ホ
が
本
当
に
遺
し
た
か
っ
た
も
の

ゴ
ッ
ホ
の
末
裔
、ヴ
ィ
レ
ム
さ
ん
と
親
交
の
深
い
向
井
山
朋
子
さ
ん
が
、

家
族
し
か
知
ら
な
い
画
家
ゴ
ッ
ホ
に
ま
つ
わ
る
話
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
を
設
立
し
た
、テ
オ
の
息
子
の
思
い
と

過
去
と
未
来
を
結
ぶ
ゴ
ッ
ホ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

Gogh

誰も知らなかった、

家族のお話を聞かせてください
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向井山　今まで、そのような膨大

なコレクションを個人で所有して

いた例はあまりないのではないで

しょうか。

ウィレム　祖父もこれらのコレク

ションは個人で所有すべきではな

いと考え、あるときすべてを手放

し、国に託すことを決断しました。

彼は「人類のための文化遺産」と

して、ひとりでも多くの人と共有

するべきものと考えたのです。

向井山　私はこの考え方に、今の

私たちが学ぶべきところがあると

思いました。人は自分の持ってい

るもの、特に大切なものほどこそ

人と分かち合うのは難しいことで

すが、何がおじいさまを、そうさ

せたのでしょうか。

ウィレム　彼が生きていた20世紀

初頭は、皆を高みに引き上げて、

知識や可能性を共有し、等しく学

ぶ機会を提供しようという時代で

した。自分が持っている膨大なコ

レクションは、グローバルコミュ

ニティーのために存在し、人々が

大切なものを、

皆で共有する決断

V
a
n

 G
o

g
h

 M
u

s
e

u
m

美
術
館
は
ゴ
ッ
ホ
が
残
し
た
人
類
へ
の
文
化
遺
産

っしゃらなかったのですか。

ウィレム　私も父に、あの素晴ら

しい油彩を見て育ったのに手放す

ことをどう思うか、と聞いたこと

がありました。すると父は、そも

そもあのコレクションは自分のも

のではなく、祖父の所有だった、

と。祖父の決断は正しかったと信

じる、と答えました。

向井山　フェアな行いだと。

ウェレム　そうです。祖父は次の

世代に揉めごとが起きないよう、

常にアクセスできるようするべき

だと考えたのです。

向井山　その大きな決断は、おじ

いさまが一人でなさったのですか。

ウィレム　そうです。祖父はオラ

ンダ政府にコレクションを管理

し、ゴッホ美術館を設立するとい

う条件を付けました。オランダ政

府は１９６２年にこれに合意しゴ

ッホ財団を設立し、１９７３年に

は美術館が開館されました。

向井山　家族で反対する方はいら

自分の二人の息子と娘にも、政府

との契約書に署名を求めました。

向井山　非常にクリアなオランダ

的なやり方ですね。作品を１枚キ

ープしたいという人はいなかった

のですか。自分の楽しみのために。

ウェレム　祖父は教育と情報は皆

に平等に提供されるべきだという

考えでした。私が10歳のときでし

たが、彼の考えは十分に理解して

いました。でも、私は好きだった

スケッチを一枚もらえないかと頼

みました。自分で楽しむだけだか

ら、と。祖父の答えは、それを許

したら、君が亡くなったときに家

族が作品を売ってしまうかもしれ

ない。そうなったら、コレクショ

ンの完全性が保たれなくなるだろ

う、と。祖父はコレクションを、

一枚残らず美術館に寄託しました。

向井山　ゴッホが公共のものにな

ったことで、おじいさまはとても

豊かな人になったと思います。金

銭的な豊かさではなく、ゴッホを

世に送り出した、という意味で。

そのおかげで、私たちにまでレガ

シー（遺産）をくださったのです。

ウィレム　祖父は、そのことをと

ても誇りに思っていました。美術

館は彼が83歳のときに開館し、そ

の歴史的イベントにも立ち会うこ

とができたし、そこには祖父の事

務所もありました。その５年後に

祖父は亡くなりました。ゴッホの

コレクションをまとまった形で残

すことが、彼の夢だったのです。

向井山　おじいさまは、ご自分の

壮大な夢を叶えたのですね。

ウィレム　私も世界中から大勢の

方が美術館を訪れコレクションを

見て、メッセージに触れてくださ

ることをうれしく思います。そし

て、私自身がゴッホのレガシーの

一部であることも。

向井山　おじいさまの決断には、

難民問題や民族争いなどに直面

し、混沌とした時代を生きている

今の私たちや、後世の人たちに多

くの学ぶべきメッセージが込めら

れていると思います。

ウィレム　私はそのメッセージこ

そが、ゴッホのレガシーだと思っ

ています。

昨
年
新
し
く
な
っ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
自
然

の
光
が
降
り
注
ぐ
開
放
的
な
ア
ト
リ
ウ
ム
。

４
階
建
て
の
館
内
は
フ
ロ
ア
ご
と
に
初
期
～
後
期
の
作
品

が
展
示
さ
れ
順
を
追
っ
て
見
て
行
く
と
、
わ
ず
か
10年

で
偉
大
な
画
家
に
な
っ
た
ゴ
ッ
ホ
の
足
跡
が
た
ど
れ
る
。

年
間
約
180万

に
も
の
人
が
世
界
中
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。

◯ 住
Paulus Potterstraat 7, 1071C

X Am
sterdam

◯ 問
+31 （

0）20-570-5200　
◯ 開
９
時
～
17時

（
金
曜

は
22時

ま
で
）　
無
休
　
◯ 料
大
人
17ユ

ー
ロ

http://w
w
w
.vangoghm

useum
.nl/en

ゴ
ッ
ホ
美
術
館

左
の
油
彩
が
向
井
山
さ
ん
の
好
き
な
「
カ
ラ
ス
の
群
れ
飛
ぶ
麦
畑
」。

ウ
ィ
レ
ム
さ
ん
の
祖
父
の
誕
生
を
祝
っ
て
描
か
れ
た
「
花
咲
く
ア
ー
モ
ン
ド
」。
祖
父
の
居

間
に
か
か
っ
て
い
た
絵
の
美
し
い
色
彩
に
惹
か
れ
、子
ど
も
の
頃
は
手
で
触
っ
て
い
た
そ
う
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
広
場
に
あ

り
、近
く
に
は
国
立
美
術
館
、

市
立
近
代
美
術
館
も
あ
る
。

ゴッホが残した

人類へのレガシー
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